
ARTIClE 
司
書
養
成
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
フ
を
め
ざ
し
て

l

草
の
根
か
ら
の
学
習
運
動
を
i

1.
図
書
館
と
図
書
館
職
員
の
現
状

公
共
図
書
館
の
現
状

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て

は、

2
0
0
6
年
に
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
か
ら
「
こ
れ
か

ら
の
図
書
館
像
』
り
が
発
表
さ
れ
、
図
書
館
現

場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、

2
0

0
8
年
に
は
、
主
に
図
書
館
運
営
の
改
善
の

観
点
か
ら
図
書
館
法
が
改
正
さ
れ
た
到
。

多
く
の
図
書
館
が
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

像
」
を
参
考
に
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
書
館
で
は
、
従
来
の

貸
出
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
課
題
解
決
支
援
サ

ー
ビ
ス
と
そ
れ
を
支
え
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
、
情
報
技
術
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
課
題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
子
育
て
支

筑
波
大
学
大
学
院
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授

援
、
学
校
教
育
支
援
、
行
政
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
(
地
場
産
業
支
援
)
、
法
律
情
報
、
医
療
・

介
護
情
報
、
就
職
情
報
の
提
供
等
か
ら
な
る
。

現
在
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
普
及
す
る
過
程
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
不
況
に
よ
る
財
政
困
難
と
指
定

管
理
者
制
度
等
に
よ
る
合
理
化
は
さ
ら
に
進

行
し
て
お
り
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
で
い
る
図
書
館
で
も
、
予
算
や
職
員
の
削

減
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
図
書
館
職
員
に
も
疲

労
感
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
に
は
、
明

確
な
指
針
と
展
望
を
提
起
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
図
欝
館
職

員
の
養
成
に
つ
い
て
論
じ
る
。
養
成
の
前
提

薬
代
衣
秀
樹

と
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
職
員
に
必
要

な
専
門
的
知
識
/
技
術
に
つ
い
て
は
、
本
号

の
他
の
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

図
書
館
職
員
の
現
状

図
書
館
職
員
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
法
で

専
門
的
職
員
と
し
て
司
書
・
司
書
補
の
資
格

が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
司
書

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
図
書
館
が
あ
る
。
ま

た
、
司
書
が
配
置
さ
れ
て
い
る
図
書
館
で
も
、

専
門
職
員
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
奇
書
が
採
用
さ
れ
配
置

さ
れ
て
き
た
図
書
館
で
も
、
最
近
は
司
書
の

採
用
が
一
時
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
司

書
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
図
書
館
業
務
の
委
託
や
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指
定
管
理
者
の
導
入
が
進
行
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
も
、
専
門
的
業
務
に
は
司
書
有
資
格

者
の
配
震
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
点
が
不

明
確
な
ま
ま
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
。

現
状
で
は
、
正
規
職
員
の
司
書
が
減
少
し
、

非
正
規
職
員
を
統
括
す
る
正
規
職
員
す
ら
不

足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
新
し
い
図
書

館
像
を
呂
標
に
業
務
分
析
を
行
い
、
専
門
的

職
員
の
必
要
性
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

図
書
館
職
員
の
養
成
と
研
修

司
書
の
養
成
に
関
し
て
は
、

2
0
0
9
年

2
丹
に
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検

討
協
力
者
会
議
か
ら
「
奇
書
資
格
取
得
の
た

め
に
大
学
に
お
い
て
履
修
す
べ
き
図
書
館
に

回
向
す
る
科
目
の
在
り
方
に
つ
い
て
(
報
告
)
」
叫

が
発
表
さ
れ
、

4
月
に
、
大
学
に
お
い
て
履

修
す
べ
き
図
書
館
に
回
向
す
る
科
目
(
以
下
、

履
修
科
目
と
い
う
)
が
定
め
ら
れ
、
単
位
数

も
加
単
位
か
ら

M
単
位
に
増
加
し
、
科
目
内

容
も
図
書
館
に
対
す
る
最
新
の
ニ
!
ズ
に
応

え
ら
れ
る
内
容
に
改
善
さ
れ
た

(
2
0
1
2

年
4
月
施
行
)
。

養
成
の
根
本
と
な
る
研
究
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
情
報
学
関
係
の
大
学
院
博
士
課
程
が

増
加
し
、
研
究
の
量
と
質
が
向
上
し
て
い
る
。

一
部
の
大
学
院
で
は
、
夜
間
関
講
が
行
わ
れ
、

多
数
の
社
ふ
玄
人
が
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、
遠

隔
教
育

(
e
'
ラ

i
ニ
ン
グ
)
を
用
い
た
司

書
養
成
(
八
一
州
学
園
大
学
)
、
司
書
講
習
(
明

治
大
学
)
る
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
研
究
と
教
育
に
お
い
て
か
な
り
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
。

職
員
研
修
に
関
し
て
は
、
そ
の
重
要
性
が

確
認
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
考
え
方
に
も

と
づ
き
、
研
修
の
体
系
化
が
検
討
さ
れ
、
遠

隔
教
育
の
技
術
を
活
用
す
る
な
ど
の
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
的
。
し
か
し
、
図
書
館
現
場
で

は
、
研
修
予
算
が
削
減
さ
れ
、
研
修
に
参
加

す
る
時
間
が
取
れ
ず
、
集
合
研
修
の
参
加
者

が
減
少
す
る
ζ

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

2.
図
書
館
職
員
の
力
量
の
向
上

こ
の
現
状
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
司
書
が
配
置
さ

れ
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
司
書
の
力

量
に
対
す
る
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま

で
、
高
蓄
の
力
量
を
高
め
る
た
め
に
、
大
学

に
お
け
る
図
書
館
職
員
の
養
成
(
図
番
館
学

教
育
)
の
改
善
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
改
善

案
の
内
容
は
、

(1)
綴
修
科
目
の
単
位
数
の

増
加
、

(2)
司
書
課
程
の
専
攻
科
へ
の
再
編
、

(3)
大
学
院
に
お
け
る
養
成
で
あ
る
。

(1)
の
履
修
科
目
に
つ
い
て
は
、
戦
後
、

図
書
館
法
で
司
書
資
格
が
定
め
ら
れ
て
以
来
、

日
単
位
の
単
位
数
が
批
判
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
後
、
ぬ
単
位

(
1
9
6
8
年
)
、
初
単
位

(
1
9
9
6
年
)
と
、
徐
々
に
単
位
数
の
増
加

が
図
ら
れ
、

μ
単
位

(
2
0
0
9
年、

2
0

1
2
年
施
行
)
ま
で
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
改
善
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
も
根
本
的
な
解
決
に

は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
大
学
に
お
け
る
一
郎
専

攻
で
あ
る
限
り
、
単
位
数
の
増
加
に
は
限
度

が
あ
る
。(2
)
は
、
図
書
館
情
報
学
等
の
専
攻
科

を
設
置
す
る
乙
と
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
大

学
で
は
、
図
書
館
・
情
報
学
、
社
会
情
報
学
、

生
涯
学
習
論
等
の
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
中
で
奇
書
養
成
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
設

置
す
る
大
学
は
、
大
都
市
留
の
大
学
に
限
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
全
国
の
公
共
図
書

館
の
た
め
の
職
員
の
養
成
は
難
し
く
、
今
後

も
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
養
成
の
中
心
は
奇

警
課
程
に
な
る
だ
ろ
う
。

(
3
)
は
、
図
書
館
司
警
の
養
成
を
大
学

院
で
行
う
考
え
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
中
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心
の
大
学
院
と
は
異
な
る
が
、
現
在
で
は
、

ま
だ
将
来
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
改
善
に
は
な
る
が
、
根

本
的
な
解
決
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
制
度
面
で
は
、
現
行
の
司
書

資
格
に
対
し
て
、
「
上
級
奇
書
」
の
資
格
の
設

置
や
、
そ
の
た
め
の
資
格
試
験
の
実
施
、
あ

る
い
は
可
書
の
能
力
向
上
の
た
め
の
資
格
試

験
を
求
め
る
考
え
方
も
あ
る
。
最
近
で
は
、

日
本
図
書
館
協
会
に
よ
る
図
書
館
職
員
の
研

修
実
績
等
の
認
定
制
度
引
や
日
本
図
書
館
情

報
学
会
に
よ
る
図
書
館
情
報
学
学
力
検
定
試

験
引
の
提
案
も
行
わ
れ
て
い
る
。

現
行
の
司
書
に
対
す
る
上
級
資
格
を
法
律

で
定
め
る
場
合
は
、
図
書
館
法
の
改
正
が
必

要
に
な
る
。
行
政
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
国
の

こ
れ
ま
で
の
規
制
緩
和
政
策
の
も
と
で
は
、

新
た
な
資
格
を
設
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
で
あ
¥
り
、
上
級
資
格
を
設
け
る
こ
と
は

新
し
い
資
格
を
設
け
る
こ
と
と
伺
等
と
見
な

さ
れ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
級
資
格
を
設
け
る
場
合

は
、
民
間
団
体
に
よ
る
資
格
に
な
る
。
こ
の

た
め
、
民
間
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

民
間
団
体
に
よ
る
資
格
口
は
、
次
の

3
項
目

が
必
要
で
あ
る
。

①
実
効
性
の
あ
る
認
定
・
評
価
基
準

②
試
験
を
含
む
認
定
に
必
要
な
費
用

③
民
間
団
体
内
部
で
の
合
意

こ
れ
ら
の
実
現
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ほ
ど

容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
実
現
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

3.
新
し
い
発
想
に
よ
る
解
決
策

で
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

当
面
、
他
の
解
決
策
が
必
要
で
あ
る
。
現
在

の
図
書
館
が
震
か
れ
た
状
況
を
考
え
る
と
、

次
の

4
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
①
現
在

の
人
的
・
物
的
資
源
で
実
施
で
き
る
、
②
比

較
的
短
期
間
で
開
始
で
き
る
、
③
意
欲
の
あ

る
人
々
が
個
々
に
取
り
組
め
る
、
④
全
国
で

実
施
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
改
革
案
を
提

案
す
る
に
は
、
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
の
公
共
図
書
館
で
は
、
資
格
制
度
以
前

の
問
題
と
し
て
、
再
審
の
学
習
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
ま
ず
司
欝
に
よ
る
学
習
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

解
決
策
は
、
大
学
に
お
け
る
司
欝
養
成
の

た
め
の
履
修
科
目
を
第

1
段
階
と
見
な
し
、

大
学
卒
業
後
の
学
習
を
第

2
段
階
と
位
置
付

け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
2
段
階
は
、
第

l
段

階
の
履
修
科
目
の
内
容
を
深
め
た
も
の
で
あ

る
。
第
l
段
階
の
履
修
科
目
を
学
ん
だ
学
生

は
、
採
用
後
も
長
期
間
学
習
を
続
け
て
、
専

門
職
員
に
相
応
し
い
力
量
を
身
に
付
け
る
。

多
く
の
現
職
者
が
第
2
段
階
の
学
習
を
行
う

に
は
、
土
曜
・
夜
間
関
講
、
集
中
講
義
、
通

信
教
育
、

e
s
ラ
!
ニ
ン
グ
、
司
書
講
習
な

ど
の
形
態
で
の
開
講
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
社
会
人
大
学
院
制
度
の
考
え
方

を
学
部
レ
ベ
ル
の
雨
量
問
養
成
に
適
用
す
る
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
雨
量
回
課
程
で
、

現
職
者
を
対
象
に
、
履
修
科
自
の
内
容
を
深

め
た
科
目
を
調
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奇

書
養
成
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る。
こ
れ
は
、
ど
の
司
書
課
程
で
も
実
施
可
能

で
あ
り
、
各
大
学
の
開
講
科
目
数
は
少
な
く

て
よ
く
、
あ
ま
り
多
く
の
労
力
を
必
要
と
し

な
い
た
め
、
①
j
④
の
条
件
に
適
合
す
る
。

従
来
の
考
え
方
と
は
異
な
る
が
、
現
在
の
日

本
の
図
書
館
の
実
情
に
は
適
合
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
従
来
の
図
書
館

学
教
育
の
欠
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
履
修
科
呂
の
内
容
を
深
め
た
科
目

を
開
講
す
る
大
学
が
少
な
く
、
開
講
し
て
い
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る
場
合
も
、
現
職
の
図
書
館
職
員
に
関
か
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

4
.
新
し
い
腹
修
科
目
の
考
え
方

今
回
の
履
修
科
自
の
制
定
の
基
礎
に
は
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
存
在
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

図
書
館
に
関
す
る
科
自
は
、
図
書
館
で

勤
務
し
専
門
的
職
員
と
し
て
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
等
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
術
を
修
得
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
後
、
さ
ら
に
専
門
的
な
知
識
・
技
術

を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
の
入
口
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
司
書
に
必
要
な
資
質
・
能
力
は
、

司
書
資
格
を
取
得
し
た
後
、
図
書
館
の
業

務
経
験
や
研
修
及
び
そ
の
他
の
学
習
機
会

等
に
よ
る
学
習
等
を
通
じ
て
、
徐
々
に
形

成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
図
書
館
に

関
す
る
科
目
は
そ
の
た
め
の
基
盤
を
形
成

す
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
大
学
は
、
学
生
に
資
格
取

得
後
も
学
習
を
続
け
る
よ
う
奨
励
し
、
図

書
館
の
設
置
者
は
、
奇
警
に
資
質
・
経
験

等
に
応
じ
て
継
続
的
に
研
修
に
参
加
さ
せ
、

知
識
・
技
術
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
、

図
書
館
職
員
は
自
主
的
に
学
習
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

(
p
.
3
8
4
)
。

科
目
の
う
ち
で
は
、
選
択
科
目
が
重
要
で

あ
る
。
選
択
科
目
は
、
次
の

7
科
目
(
各

l

単
位
)
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち

2
科
目
を
選

択
す
る
。

図
書
館
基
礎
特
論

図
書
館
サ
!
ピ
ス
特
論

図
書
館
情
報
資
源
特
論

図
書
・
図
書
館
史

図
書
館
施
設
論

図
書
館
総
合
演
習

図
書
館
実
習

選
択
科
目
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
で
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

必
修
の
各
科
目
で
学
ん
だ
内
容
を
発
展

的
に
学
習
し
、
理
解
を
深
め
る
観
点
か
ら
、

各
区
分
の
特
論
や
図
書
・
図
番
館
の
歴
史
、

施
設
・
設
備
に
関
す
る
科
自
の
中
か
ら
各

大
学
の
判
断
で
選
択
し
、
解
説
ま
た
は
演

習
・
実
習
を
行
う
(
良
川
山
)
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
特
論
で
あ
る
。
各
大

学
の
判
断
に
よ
っ
て
、
教
員
の
専
門
と
す
る

テ
i
マ
、
た
と
え
ば
、
「
図
書
館
の
人
事
管
理
」

「
地
域
資
料
」
「
課
題
解
決
支
援
サ

i
ビ
ス
」

な
ど
の
内
容
の
科
目
を
開
講
す
る
こ
と
が
で

占
C

マ
令
。
司
書
資
格
を
持
つ
図
書
館
職
員
が
、
こ
れ

ら
の
科
呂
を
履
修
す
れ
ば
、
司
書
資
格
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
学
習
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

図
書
館
職
員
の
簡
に
履
修
科
呂
よ
り
も
深
い

知
識
や
技
術
が
徐
々
に
普
及
し
、
力
量
が
高

念

品

ザ

Q

。
こ
れ
ら
の
科
目
は
、
土
曜
・
夜
間
関
講
、

集
中
講
義
等
の
形
態
で
関
議
さ
れ
、
図
書
館

職
員
は
、
科
目
等
履
修
生
と
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
専
門
的
な
内
容
を

学
習
し
た
い
図
書
館
職
員
の
ニ
!
ズ
と
、
よ

り
専
門
的
な
内
容
の
授
業
を
行
い
た
い
大
学

教
員
の
希
望
が
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。

大
学
教
員
の
側
も
、
図
書
館
職
員
が
履
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
と
交
流
が
で
き
、

履
修
科
目
よ
り
も
深
い
内
容
の
授
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
司
書
課
程
の
学
生
も
増
加
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し
、
大
学
の
社
会
貢
献
に
な
る
。

5.
図
書
館
専
門
職
員
の
確
保

現
在
も
司
書
採
用
を
行
い
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
!
ゼ
ス
や
課
題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
ん
で
い
る
図
書
館
で
は
、
司
書
職
制

度
を
維
持
す
る
展
望
が
あ
る
。
し
か
し
、
司

書
採
用
を
一
時
中
止
し
て
い
る
図
書
館
で
は
、

司
書
採
用
を
再
開
し
な
い
限
り
、
徐
々
に
司

書
の
高
齢
化
が
進
み
、
や
が
て
は
図
書
館
か

ら
正
規
職
員
の
司
書
が
い
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
公
共
図
書
館
関
係
者
の
間
で
は
、

そ
の
こ
と
が
十
分
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議

論
も
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
、
地
方
自
治
体
で
は
、
定
員
削
減
が

続
い
て
い
る
た
め
、
司
書
採
用
存
二
時
的
に

中
止
し
て
い
る
図
書
館
が
多
い
。
し
か
し
、

ど
ん
な
職
場
で
も
、
職
員
に
年
齢
の
断
層
が

生
ま
れ
る
と
、
円
滑
な
運
営
が
困
難
に
な
る
。

ま
た
、
一
度
断
層
が
で
き
て
し
ま
う
と
、

新
規
採
用
が
難
し
く
な
る
。
こ
れ
を
避
け
る

に
は
、
た
と
え
少
人
数
で
も
、
司
書
採
用
を

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
新
規
採
用
が

で
き
な
け
れ
ば
、
現
在
の
自
治
体
職
員
の
中

か
ら
、
図
書
館
業
務
を
お
う
職
員
を
養
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

筆
者
は
、
事
務
職
の
図
書
館
長
と
接
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
多
く
の
図
書
館
長
が
こ
の

点
を
危
慎
し
、
司
書
の
年
齢
に
断
層
を
作
ら

な
い
よ
う
に
、
司
書
採
用
を
再
開
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

今
、
必
要
な
こ
と
は
、
正
規
職
員
の
司
書

に
年
齢
の
断
層
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、
司
書

の
採
用
や
図
書
館
職
員
の
確
保
を
行
う
よ
う

各
自
治
体
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
に
は
、
今
後
の
社
会
に
お
い
て

図
書
館
が
果
た
す
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
司
書
の
職
務
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
職
務
分
析

が
必
要
で
あ
る
。

6.
職
員
研
修
の
あ
り
方

研
修
の
重
要
性
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、
現
実
に
は
、
職
員
の
定
数
が
削
減
さ
れ
、

研
修
予
算
も
削
減
さ
れ
る
中
で
、
研
修
へ
の

参
加
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
集

合
研
修
へ
の
参
加
者
は
減
少
し
て
い
る
。

研
修
は
、
正
規
職
員
だ
け
で
な
く
、
非
正

規
職
員
に
も
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
非
正
規
職
員
の
意
欲
を
高
め
る
に
は
、

研
修
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
非
正
規
職
員
が
学
習
し
や
す
い
よ
う

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
集
合
学
習
だ

け
で
な
く
、
自
己
研
修
の
支
援
に
カ
を
入
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
多
く
の
職
員
が
、

多
額
の
費
用
負
担
な
し
に
、
勤
務
先
の
図
書

館
や
自
宅
で
自
己
研
修
が
で
き
る
方
法
を
工

夫
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
に
は
べ
研
修
会
の
講
演
・
講
義
記
録
、

配
布
資
料
、
録
画
ビ
デ
オ
・
録
音
資
料
や
、

論
文
、
調
査
資
料
等
の
参
考
資
料
を
入
手
し

や
す
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
、
自
己

研
修
の
た
め
の
学
習
案
内
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
提
供
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
効
果
的
で
あ
る
。

第
二
に
、
自
己
研
修
の
一
環
と
し
て
、
大

学
の
授
業
の
履
修
を
奨
励
す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
修
で
は
、
特
定
テ

i
マ
に
関
す
る
講
義
は

1
時
間
半
か
ら

2
時
間
で
あ
り
、
受
講
者
は

受
身
で
講
義
を
開
く
だ
け
で
、
試
験
が
な
い
。

大
学
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
特
定
テ

i
マ
に
つ

い
て
、
合
計
数
日
間
分
の
講
義
を
聞
き
、
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
ら
れ
、
試
験
が
あ
る
。

第
三
に
、
図
書
館
職
員
の
学
習
成
果
の
発

表
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
会
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等
で
の
口
頭
発
表
と
雑
誌
で
の
発
表
の
二
つ

の
方
法
が
あ
る
が
、
公
共
図
書
館
職
員
に
は

い
ず
れ
の
機
会
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。

図
書
館
業
務
の
密
度
が
濃
く
な
る
中
で
、

自
己
研
修
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
す

べ
て
の
職
員
が
こ
の
よ
う
な
自
己
研
修
を
行

え
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
意
欲
の
あ

る
職
員
が
自
己
研
修
を
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
な
条
件
整
備
を
行
う
こ
と
、
そ
の
よ
う
な

自
己
研
修
を
奨
励
し
、
評
価
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

参
考
資
料
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
は
、
エ
ル
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
新
任
図
書

館
長
研
修
等
の
研
修
を
行
い
、
国
立
教
育
政

策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
研
修
関
係
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る

η
。
既
に
こ
の
よ
う
な
形
で
遠
隔

研
修
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

地
方
で
は
、
研
修
会
の
配
布
資
料
や
関
係

論
文
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
県

図
書
館
協
会
や
、
地
元
の
大
学
と
連
携
・
協

力
し
て
体
系
的
な
研
修
を
計
画
し
て
い
る
県

図
書
館
協
会
が
あ
る
。

7 

お
わ
り
に

社
会
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

の
中
で
図
書
館
が
生
き
残
る
に
は
、
新
し
い

発
想
に
も
と
づ
く
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
今

回
制
定
さ
れ
た
履
修
科
目
は
、
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
、
新
た
な
図
書
館

職
員
養
成
の
枠
組
み
は
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ

を
活
用
し
発
展
さ
せ
る
の
は
各
大
学
の
教
員
、

各
図
書
館
と
そ
の
職
員
で
あ
る
。
両
者
が
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
と
き
、
初
め
て
こ
の
制

度
は
活
か
さ
れ
る
。
図
書
館
職
員
が
本
当
に

図
書
館
専
門
職
員
を
め
ざ
し
た
い
の
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

注υこ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議

「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
1
地
域
を
支
え
る
情
報
拠
点

を
め
ざ
し
て

1
(報
告
)
」
文
部
科
学
省

2
0
0
6
、

A
吐
Q
J
n
y
 

・幻
薬
袋
秀
樹
「
わ
が
国
の
公
立
図
書
館
が
直
面
す
る

開
題
・
課
題
と
今
後
の
方
向
性
」
「
社
会
教
育
」
ぬ
7

5
2
、
2
0
0
9
・
2
1
8
'
U

ωこ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議

「
奇
警
資
桔
取
得
の
た
め
に
大
学
に
お
い
て
履
修
す
べ

き
図
欝
館
に
関
す
る
科
目
の
在
り
方
に
つ
い
て
(
報

告)」

2
0
0
9
・
2
、
初

p.

心
こ
れ
か
ら
の
図
欝
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議

「図
醤
館
職
員
の
研
修
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
(
報
告
)
』

2
0
0
8
・
6

日
p

日
日
本
図
番
館
協
会
専
門
職
員
認
定
制
度
特
別
検
討

チ
ー
ム
(
第
四
次
)
「
専
門
職
員
認
定
制
度
に
つ
い
て
」

「
図
書
館
雑
誌
」

1
0
3
(
5
)
、
2
0
0
9
・
5
、

p.

q
J
n
u
r
h
d
s
円
台
U

ハU
ワ
d

ω根
本
彰
「
図
書
館
情
報
学
検
定
試
験
の
実
施
計
画

に
つ
い
て
」
「
図
書
館
雑
誌
」

1
0
3
(
9
)
、

2
0
0

Q
d

・
Q
d
p
F
0
4
λ
U
，P
0
4生
q
J

η
国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
」
欄
を

参
照
の
こ
と
。
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